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8) 許容放流量と防災調整池必要容量の計算 

○下流水路の現状の流下能力を踏まえて、水路の許容放流量を算出し、防災調整池の 

必要容量を計算する。 

○50 年確率の設計雨量強度を採用する。 

○計算の結果、防災調整池容量を超過した箇所は、測点 No.9、No.10、No.11 である。 

○これらの箇所は、流下能力を向上するため、水路の拡幅を行う。 

○水路改修した場合の流下能力を踏まえて、再度、許容放流量を算出し、防災調整池の

必要容量を計算する。 

○計算の結果、上記測点においても、既設の防災調整池容量で対応可能である。 

 

次表に、下流水路の流下能力・防災調整池必要容量（現状）及び流下能力・防災調整

池必要容量（改修後）の計算結果を示す。 

また、下流水路の改修について、章末に下流水路の現況及び改修計画の図面を示す。 
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9) 防災調整池の容量計算 

前述内容を踏まえ、厳密解析法により算定した防災調整池の必要容量は、Ｖ=3,044.4

㎥となった。 

一方、既設防災調整池の容量は、Ｖ=3,084 ㎥であり、既設防災調整池で対応可能とい

う結果となった。 

次に、防災調整池の容量計算結果を示す。詳細は、添付資料【防災調整池容量計算書】

に示す。 
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10) 流出土砂量の算出 

○年間流出土砂量 

「県指針」に記載されている流出土砂量を以下に示す。 

【県指針（p.10）より】 

上記に基づき、1ha 当たりの流出土砂量を以下のとおり設定する。 

・裸地、耕地 400 ㎥/年 

・草地 15 ㎥/年 

・林地 1 ㎥/年 

 

なお、防災調整池の堆積土砂は、年 4 回浚渫するものとし、計画年数を 1/4 年とす

る。（防災調整池内に 3 ヶ月分の堆積土砂容量を確保） 

 

上記を踏まえ、流出土砂量の算定結果を以下に示す。 

 

表13 流出土砂量の算定（埋立完了時） 

区 分 

年間流出土砂量

（㎥/ha/年） 

開発後面積

(ha)   

流出土砂量

（㎥） 

裸地 400 3.204 320.4 

耕地 400 0 0 

草地 15 3.063 11.5 

林地 1 0 0.2 

合 計   6.267 331.9 

 

○流出土砂量：V=400×(3.204+0)/4+15×3.063/4=331.9 ㎥ 

 

よって、既設防災調整池の堆積土砂容量 622 ㎥未満であり、既設防災調整池で 

対応可能である。 
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